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総
集
編
の
刊
行
に
あ
た
っ
て

　
こ
の
度
、
平
成
10
年
４
月
か
ら
19
年
に
わ
た
っ
て
「
広
報
こ
ま
つ
」
に
毎
月
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
「
み
ま
っ
し
、
き

く
ま
っ
し 

小
松
の
方
言
」
の
連
載
を
終
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
小
松
市
の
ご
好
意
で
総
集
編
を
刊
行
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
た
く
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
思
い
返
せ
ば
、
小
松
市
立
博
物
館
の
依
頼
で
方
言
調
査
を
開
始
し
た
の
が
平
成
８
年
。
市
内
を
10
の
エ
リ
ア
に
分
け
、

そ
の
後
５
年
間
、
毎
夏
金
沢
大
学
の
学
生
と
と
も
に
市
内
全
域
の
約
１
２
０
地
点
余
り
で
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
そ

の
事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
宣
伝
も
兼
ね
て
始
め
た
連
載
で
し
た
。

　
以
来
19
年
間
、
様
々
な
テ
ー
マ
で
小
松
の
方
言
を
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
振
り
返
る
と
、
大
杉
町
方
言

の
〜
テ
ガ
ッ
シ
ャ
イ
を
皮
切
り
と
し
て
、
分
布
調
査
に
基
づ
く
市
内
で
の
方
言
の
地
域
差
（
43
回
ま
で
）
、
市
内
中
心
部

（
龍
助
町
・
東
町
）
で
の
方
言
の
世
代
差
と
新
し
い
方
言
の
成
立
（
44
〜
50
回
）
、
大
杉
町
、
尾
小
屋
町
、
符
津
町
、
龍
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助
町
、
安
宅
町
で
の
生
活
語
彙
調
査
に
基
づ
く
分
野
別
の
特
徴
的
方
言
（
51
〜
１
４
１
回
）
、
加
賀
地
方
の
Ｊ
Ｒ
北
陸

本
線
沿
い
の
17
の
駅
（
倶
利
伽
羅
〜
大
聖
寺
）
周
辺
集
落
で
の
４
世
代
調
査
に
基
づ
く
市
内
３
地
点
（
長
田
町
・
本
折

町
・
符
津
町
）
で
の
方
言
の
世
代
差
（
１
４
２
〜
１
７
５
回
）
、
語
源
か
ら
見
た
京
都
語
由
来
の
小
松
方
言
（
１
７
６
〜

２
１
６
回
）
、
そ
し
て
最
後
に
大
杉
町
と
丸
山
町
の
方
言
談
話
の
紹
介
（
２
１
７
〜
２
２
７
回
）
で
し
た
。

　
連
載
を
通
じ
て
、
小
松
市
、
そ
し
て
小
松
の
皆
さ
ん
と
は
様
々
な
ご
縁
が
で
き
ま
し
た
。
連
載
を
読
ん
で
下
さ
っ
た
小

松
の
皆
さ
ん
が
、
方
言
へ
の
誤
解
や
偏
見
を
な
く
し
て
、
自
信
を
持
っ
て
方
言
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
下
さ
れ
ば
、

こ
れ
に
優
る
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
い
間
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
総
集
編
で
、
今
一

度
、
小
松
の
方
言
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
平
成
29
年
３
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